[image: image1.jpg]


  
[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


[image: image5.wmf][image: image6.jpg]


[image: image7.jpg])

FAIRTRADE




ALVE de ヨルカイギ





いつも何気なく飲んでいるコーヒー。自動販売機やコンビニエンスストアに行けば、24時間おいしいコーヒーを味わえます。約百数十円で味わえる高級コーヒーの背景には、コーヒー生産農家の苦労が詰まっています。


生産国（者）と消費国（者）の関係を一緒に考えてみませんか？








～一杯のコーヒーから考える、秋田と世界のフェアな関係～





日　時：平成17年11月26日（土）午前10時～午後4時15分


場　所：秋田市拠点センター アルヴェ 音楽交流室D


対　象：どなたでも。コーヒーに興味のある方　30名


参加費：無料（昼食ご注文の方のみ地産地消弁当代として1,000円）





日　程


 9：30  受　付


10：00  ①聞いてみよう　秋田と世界のフェアな関係１


開発途上国の生産者の実情を、フェアトレードの実践活動や


地産地消の考え方など、その取り組みについて話を聞きます。


講師：谷口　吉光　助教授（秋田県立大学）


12：00　②食べてみよう　地産地消弁当


秋田県内で収穫した農産物を味わいながら、


生産農家について考えてみましょう。


13：00　③体験してみよう　コーヒーから見える世界


コーヒーは私たちの日常のくらしに欠かせませんが、


植民地型単一耕作の世界商品であるために、


価格変動の激しさや債務的な労働が見られます。


身近な食べ物を通して、見えない貿易関係を


生産者の立場になって体験していきます。


講師：川村　宏義　教諭（あおもり開発教育研究会代表）


14：30　④みんなで話し合おう　秋田と世界のフェアな関係２


フェアトレードに取組む学生、国際理解教育を通して考える先生、


一般の消費者など様々な立場からコーヒーを飲みながら


意見交流をします。世界と秋田の関係について考えを深めましょう。


　コーディネーター：佐渡友　哲　教授（日本大学）


16：15　終　了











ALVE市民活動センター　


TEL:018-887-5312　FAX:018-887-5659


E-mail:alsim003@alve.jp


担当:安食（あんじき）





JICA秋田デスク 


TEL:018-864-1181　FAX:018-864-0160


E-mail:jicadpd-desk-akitaken@jica.go.jp


担当:菊地　








お申し込み先　締切日11/18（金）





 














※名前、年代、連絡先(電話等)を明記の上、電話・FAXかメールにてお申し込みください








